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【なぞか
という、なぞなぞのような会話から始まります。
うためには、何をしたらよいでしょうか
に出てきます。そこで主は“
と、それが神の業である
“神の業を行うこと”
てくださいますか
子である証拠を見せてくだされば信じましょう”というわけです。よ
く分かり
た”と、出エジプトの出来事を主は語られます。ちょっとはっきりし
なくなっていましたら
いますので開いてみましょう。そのように“
ーセが天
父が天からのまことのパンをお与えになる。神のパンは、天から降
って来て、世に命を与えるものである
【命のパン】
もください”――そうしたら、私たちが神の業を行うようになるでしょ
う――とお願いすることになります。そのことの主の説明が
“わたしが命のパンである。わたしのもとに来る者は決して飢える
ことがなく、わたしを信じる者は決して渇くことがない
す。パンは主食、
成し遂げたイスラエルの人々は、普通なら、今考えてもそうです
が、生きていけない荒野の中で、このマンナと呼ばれたウェ
スによって、生かされたのです。
【パンは
（ギリシャ語でパン）という言葉が用いられていますが、このパンは
“主の祈り”の日毎の“糧”と日本語に訳されている言葉と同じで
す。要するに、エネルギーを失って砂漠の中を彷徨うように生きる
人々に“回復の命をもたらそう”と言っておられるのです。
【復活という回復】
は、子を見て信じる者が皆永遠の命を得ることであり、わたしがそ
の人を終わりの日に復活させることだからである
【私の復活】主イエスが、復活された（と書いてる）ことは、信じてい
る（というよりは、知っている）。こんな姿が、私たちの信仰に落ち
込んでしまうことがあるようです。“本当は私のことなのに”です。
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